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ELPAについて ～ ELPAミッション達成度⽬標〜
ELPAについて

2002年 H14 英語力の測定をするテスト開発「ACE /BACE /英語プレイスメントテスト」 10％

2008年 日本語の基礎力を調査するテスト開発「日本語能力基礎調査」 15％

2015年 CBTによる英語力の測定テスト開発「英語オンラインプレイスメントテスト」ELCA 20％

2019年 日本語の読解力を測定するテスト開発
「日本語リーディングリテラシーテスト」

25％

2022年 H4 英語４技能をオンラインで測定するテスト開発
「英語オンラインプレイスメントテストE-Vision」

30％

2025年 R7 AIを活用した自由記述、自由産出テストの開発 40％

2030年 R12 言語コミュニケーションが評価出来るツールの開発 60％

2035年 R17 ⽬的に応じた⾔語コミュニケーション空間の提供 80％

2040年 R22 コミュニケーションが円滑になる社会の実現
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達成度
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言語コミュニケーションを評価する採点ツールの開発CBT
による個別採点

ELPAのミッションと担う役割（これまでとこれから）

2019年
H31/R1

2022年
R4

2030年
R12

2035年
R17

英語力の測定をするテスト開発
マークシートによる一斉採点
「ACE /BACE /英語プレイスメントテスト」

日本語の基礎力を調査するテスト開発「日本語能力基礎調査」

CBTによる英語力の測定テスト開発「英語オンラインプレイスメントテスト」ELCA

日本語の読解力を測定するテスト開発「日本語リーディングリテラシーテスト」

英語４技能をオンラインで測定するテスト開発
「英語オンラインプレイスメントテストE-Vision」

AIを活用した自由記述、自由産出評価ツールの開発

⽬的に応じた⾔語コミュニケーション
空間の提供

コミュニケーションが円滑になる社会の実現
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ELPA設立

2015年
H27

20％

学校教育（小学校～大学）

Formal Education

家庭・地域・社会教育

Informal Education

学校施設以外で組織され

た教育機関（塾・通信教

育・企業）及び学習方法

（デジタルコンテンツ）

Non Formal Education

ELPA評価
ツール・コ

ンテンツ

学校教育

家庭・地

域・社会
教育

学校外教

育



ELPAのテスト事業
•ELPAではハイステイクス・テスト（資格試験、入学試
験、卒業認定試験等）ではなく、日常の評価として
使えるツールの供給

•普段使いのテスト・評価ツール・教材を安価で提供



現在のELPAのテスト事業
１、大学クラス分けテスト・プレイスメントテスト

２、高校・高専：入学時学力（英語力）テスト

３、塾：入塾時クラス分けテスト

４、企業新入社員向け研修用テスト



ELPA英語プレイスメントテスト
（大学入学時クラス分けテスト）PBT／CBT同価格

英語プレイスメントテスト
（大学入学時標準英語範囲｜英検 3級～英検 2級｜TOEIC 300点台～700点
程度） 880円

英語プレイスメントテストCore （大学入学時／基礎英語学習者全般｜英検 4級～英検準2級）
660円

英語プレイスメントテストα （大学入学時標準英語範囲｜英検準1級｜TOEIC ～800点程度）
1,100円

英語プレイスメントテストAdvanced （大学入学時標準英語範囲｜英検準1級｜TOEIC ～800点程度）
1,320円

英語プレイスメントテストEX （高校既習事項から実践英語範囲まで｜英検 3級～英検 2級｜TOEIC 300点
台～700点程度） 825円

http://elpa.or.jp/placement/
http://elpa.or.jp/placement_core/
http://elpa.or.jp/placement_alfa/
http://elpa.or.jp/placement_advanced/
http://elpa.or.jp/placement_ex/


コンピューターを利用したELPAのテスト
システムCOMPUTER BASED TESTING
（CBT）
• 「CBT（ELCA）」はコンピュータを利用して実施していただくテストです。大学入学時の
クラス分けテスト（プレイスメントテスト）や定期テスト、検定・資格試験前の実力把

握などにご利用いただけます。



テストの種類
•能力テスト
•診断テスト
•実力テスト
•資格テスト
•入学テスト
•クラス分けテスト（プレイスメントテスト）



プレイスメントテスト
150の大学・短大・専門学校でご利用

2003年から2022年の19年間で
北海道〜沖縄まで国立、公立、私立延べ

150の大学・短大・専門学校でご利用



英語プレイスメントテスト増えてきた理由

• 2003年4月英語プレイスメントテストリリース 10校採用
• 2007年 推薦入試が一般入試入学者を上回る 40校採用
• 2010年 指定校推薦、AO入試の拡大 60校採用
• 2013年 英語プレイスメントテスト CBT化 PBT70校 CBT2校
• 2018年 年間でPBTとCBT併せて100校での採用 PBT95校 CBT5校
• 2020年 3月申し込みPBT80件、CBT10件 → PBT10件、CBT40件
• 2021年 3月実施 CBT60件、PBT20件



CBT（コンピュータベース）
PBT（ペーパーベース）

2020年3/4月 2021年3/4月 2022年3/4月

CBT 10 件 → CBT60件 → CBT80件
PBT 85件 PBT20件 PBT10件



CBT・オンラインテスト開発
• 2003年 英語プレイスメントテストリリース

• 2015年 英語オンラインプレイスメントテスト開発

• 2019年 英語プレイスメントテスト／日本語能力テスト全面CBT化
• 2020年 日本語リーディングリテラシーテストCBT開発
• 2022年 英語４技能テスト E-VISION開発



来春（2023年春）に向けた課題
•多くの学校はオンライン授業も継続
•対面授業とのハイブリッド
•テスト・評価について課題
•テスト PBT／CBTどう評価するのか



入学前、入学後に実施されるプレイスメントテスト
高等学校から大学への橋渡しの機能

•ICTを活かしたCBTへの対応
•４技能に対応したテスト
•短時間で測定できるテスト
•結果の速報性
•スマートフォンにも対応



今までの英語プレイスメントテスト
• 多くは２技能（リーディング、リスニング）
• 会話授業、ライティング授業も２技能でクラス分け
• 時間は２技能で30分から60分（PBT/CBT）
• 費用は２技能で800円から2,000円
• スピーキング、ライティングはオプション扱いで時間・費用がかかる
• CBTではデバイスに制限がある



プレイスメントテストにおける要望
オンラインプレイスメントテストで要望が多かった事項

１ スマホで受験出来る（いろいろなデバイスで実施）

２ 短時間受験（30分から1時間以内）
３ 低価格である。（２技能1,000円、4技能2,000円以下）
４ 短時間で結果の返却（クラス分けに使うため※4技能でも
５ 発信型・プロジェクト型授業用にスピーキング、ライティングも測れる

６ 4技能どの組み合わせでも測定出来る。
（スピーキングクラスにはSL、ライティングクラスにはWRなど）



英語４技能テスト開発プロジェクト

•コンテンツ開発S：根岸雅史（東京外国語大学）
羽山恵（獨協大学）

•コンテンツ開発W：金谷憲（東京学芸大学名誉教授）
中野達也（駒沢女子大学）

•コンテンツ開発LR ：藤田元（東京経済大学他）氏を元にアイテム作成チーム
•テスト設計：根岸雅史、羽山恵、中野達也、金谷憲、藤田元



2022年 英語４技能をオンラインで測定するテスト

「英語オンラインプレイスメントテスト」

2022/9/10NPO 英語運用能力評価協会



◆仕様:コンピュータ、タブレット、スマートフォンを使用
したウェブサイト上の個別受験型テスト

◆出題レベル:高校英語総合レベル
◆試験時間: リスニング25分

リーディング25 分
ライティング10分
スピーキング10分

英語４技能プレイスメントテストE-Vision



４技能アイテム



リーディング

リーディングテスト(全 20 問)は、「次へ」
ボタンを押して次の問題に進みます。制限

時間は 25分で、前の問題に戻ることはで
きません。(例題の間は解答時間にカウント
されません。)
Section 1 では各英文に 1 問、Section 2 で
は各英文に 2 問ずつ出題されます。
Section 2 の 2 問目は 1 問目から画面が切
り替わりますが同じ英文が表示されます



リスニング

• リスニングテスト（全 20 問）の開始
ページでは、再生ボタンを押すと

画面が切り替わります。

• 英文、質問および選択肢が音声で
聞こえますので、ラジオボタンを押

して解答を選択します。

SECTION 1 では各英文(一回読み上
げ)に 1 問、SECTION 2 では各英文
(一回読み上げ)に 2 問ずつ出題さ
れます。メモを取ってもかまいませ

ん。



ライティング
• ライティングテスト(全 20 問)は自
動で進みます。
SECTION 1 では表示された英文が
消え、画面上でインジケータによ
るカウントダウンがなされた後、

同じ英文を解答欄に入力します。
各自が慣れたデバイス、方法で
解答してください。 SECTION 2 では
選択肢を順に押すことで日本文
に相当する英文を作ります

• 自由産出問題（課題について1分
で記述）



スピーキング
• スピーキングテスト（全 20 
問）の開始ページでは、再生
ボタンを押すと画面が切り替
わりますSECTION 1 では聞こえ
てきた英文を画面上でインジ
ケータによるカウントダウン
がなされた後、同じ英文を繰
り返して話します。各自が慣
れたデバイス、方法で解答し
てください。 SECTION 2 では聞
こえてきた英文の固まりを並
び替えて英文を作ります。

• 自由産出問題（課題について
1分で発話）

画面のマイクの色が青から赤に変わったら解答してください。
言い直しはできません。マイクの色が赤に変わる前には録音
されませんので、注意してください。



英語４技能プレイスメントテストE-VISION
2022年12月発売

受験料（一人当たり）

• ２技能：1,100円（税抜き価格1,000円）

• ３技能：1,650円（税抜き価格1,500円）

• ４技能：1,980円（税抜き価格1,800円）

※リーディング、リスニング、ライティング、スピーキング４技能どの組み合わせも可能

※2022年12月リーディング、リスニング２技能先行実施

※2023年4月実施まスピーキング、ライティングはリーディング、リスニング実施団体は無料で実
施



【英語4技能プレイスメントテスト E-Visionモニターテスト】
◆期間：2022年9月～12月
◆仕様：コンピュータ、タブレット、スマートフォンを使用したウェブサイト上の個別受験型テスト
（推奨環境：Windows10および11／Google Chrome、その他のOS／Google Chromeは受験可能。各機器にマ
イクおよびスピーカーが内蔵されていない場合、イヤホン／ヘッドセット、インターネット接続環境が必要）
◆試験時間：合計70分 ※練習問題、自由産出問題除く
・リスニング ：20問25分
・リーディング：20問25分
・スピーキング：20問10分
・ライティング：20問10分
◆内容
リスニング ：多肢選択
リーディング：多肢選択
スピーキング：文再現・整序／自由産出問題出題可性あり
ライティング：文再現・整序／自由産出問題出題可性あり

https://english-assessent.org/evision/



ELPAのオンラインテスト問い合わせ
【お問い合わせ】

•特定非営利活動法人英語運用能力評価協会
•ELPA@ENGLISH-ASSESSMENT.ORG
•〒 162-0806 東京都新宿区榎町 39-3 神楽坂法曹ビル 501
•TEL. 03-3528-9891(平日 9:00 ~ 17:00)


